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２
０
１
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
研
究
会

マ
イ
ナ
ス
改
定
に
抗
議
を

３月２９日 （土）１５時～　

於・しづかホール（淡路市）
 改定研究会

＜淡路会場＞

　

あ
い
か
わ
ら
ず
変
な
天

候
が
、
変
な
世
の
中
が
続

い
て
い
る
。
南
岸
低
気
圧

と
や
ら
で
２
週
連
続
で
太

平
洋
側
で
大
雪
が
降
り
、

雪
に
慣
れ
て
い
な
い
人
・

物
が
対
応
に
困
っ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
北
国
で
は
、
そ
れ

相
当
の
施
設
が
整
っ
て
い
る
。
私

自
身
、
軍
隊
時
代
に
北
京
の
軍
医

学
校
で
10
月
～
２
月
の
５
カ
月
間
、

外
は
真
っ
白
、
零
下
15
～
20
度
で

も
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ
１
枚
で
過

ご
し
た
経
験
が
あ
る
。

　

一
方
、
マ
ス
コ
ミ
の
対
応
の
問

題
も
あ
る
。
や
た
ら
に
書
き
立
て

る
。
こ
れ
は
事
件
で
も
同
様
。
親

族
間
の
事
件
（
夫
婦
や
親
子
の
殺

人
）、
通
り
す
が
り
に
人
を
刺
す
、

交
通
事
故
等
…
。
橋
下
大
阪
市
長

の
問
題
は
以
前
ほ
ど
書
き
ま
せ
ん

ね
。
昨
年
の
４
・
13
地
震
も
私
の

友
人
で
ま
だ
知
ら
な
い
人
も
い
る
。

　

次
は
ソ
チ
五
輪
の
問
題
。
皆
様
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？　

私
は
ル
ー

ル
・
採
点
方
法
等
全
く
知
ら
な
い
こ

と
。
そ
れ
に
加
え
て
時
差
の
問
題
は

大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
況
放
送
と
な
れ
ば
夜
間
～
深
夜

と
な
る
。
生
活
リ
ズ
ム
の
変
動
が

約
３
週
間
続
く
の
だ
か
ら
・
・
・
。

　

最
後
は
最
大
・
直
接
？　

４
月

か
ら
の
消
費
税
の
ア
ッ
プ
と
診
療

報
酬
の
改
定
の
件
。
と
も
に
既
定

の
こ
と
ゆ
え
だ
が
、
そ
し
て
と
も

に
経
済
オ
ン
チ
の
私
に
は
対
応
不

能
。
皆
様
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

２
～
３
の
解
説
者
は
雪
と
時
期

と
百
貨
店
・
ス
ー
パ
ー
・
ホ
テ
ル

等
と
の
関
係
を
論
じ
、
新
聞
紙
上

時
々
受
診
時
の
値
上
げ
の
報
道
が

目
に
と
ま
り
ま
す
。
薬
価
の
引
き

下
げ
は
全
く
無
報
道
。

　

３
０
０
号
を
迎
え
、
本
欄
の
タ

イ
ト
ル
も
私
の
口
癖
「
な
ん
と
か

な
ら
ん
か
あ
な
」
で
始
ま
り
、「
な

ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
」「
レ
ッ
ツ
」

と
変
わ
り
、
そ
ろ
そ
ろ
変
身
の
時
？

　

な
お
、
最
後
の
「
○
日
記
」
は

事
件
の
発
生
と
の
関
係
ご
了
承
く

だ
さ
い
。【
２
月
16
日
記
】

　

追
記　

今
日
、
ソ
チ
五
輪
、
金
・

銀
増
え
て
き
ま
し
た
。
ご
同
慶
の

至
り
。

　２０１４年度診療報酬改定にともない、 協会は県下各地で新点数

研究会を開催する。 淡路会場は、 ３月２９日 （土） （淡路医師会

共催）。 奮って参加されたい。

お問い合わせは、 078-393-1803　協会事務局まで
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淡
路
島
に
お
け
る
地
域
医
療
連
携
を

テ
ー
マ
に
し
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

最
初
に
、
兵
庫
県
立
淡
路
医
療
セ
ン

タ
ー
・
久
島
健
之
先
生
は
「
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
新
し
い
地
域
医
療

連
携
の
か
た
ち
」
と
題
し
て
、
昨
年
５

月
の
開
院
と
同
時
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
た
地

域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
紹
介

し
た
。

　

地
域
医
療
に
求
め
ら
れ
る
機
能
を
実

現
す
る
た
め
、
地
域
全
体
の
医
療
連
携

が
必
要
で
あ
り
、
医
療
機
関
・
保
健
行

政
・
介
護
施
設
・
訪
問
看
護
・
薬
局
な

ど
の
連
携
の
た
め
に
新
た
な
医
療
イ
ン

フ
ラ
の
連
携
形
態
の
構
築
が
必
要
だ
。

　

現
在
の
淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー
はID

-

Link

とC@
RN

A

の
二
つ
の
地
域
医
療

連
携
シ
ス
テ
ム
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
「
あ
わ
じ
ネ
ッ
ト
」
と
命

名
す
る
。

　

ID
-Link

は
診
療
情
報
のO

N
LIN

E

参
照
を
可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
複

数
の
医
療
機
関
に
関
わ
っ
た
情
報
を
一

覧
表
示
す
る
。
ま
た
、
ノ
ー
ト
機
能
を

利
用
す
れ
ば
訪
問
看
護
・
在
宅
医
療
や

介
護
施
設
な
ど
の
他
職
種
連
携
が
可
能

で
あ
る
。
当
面
閲
覧
資
格
を
医
師
の
み

に
限
定
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
盤
安

全
対
策
は
災
害
等
に
備
え
セ
ン
タ
ー
機

能
を
二
重
化
す
る
。

　

C@
RN

A

は
外
来
診
療
予
約
や
放
射

線
画
像
検
査
予
約
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

う
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
診
察
結
果
・
診

療
情
報
提
供
書
や
画
像
読
影
診
断
結
果

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
返
信
す
る
。

　

将
来
的
に
は
医
療
施
設
間
の
診
療
情

報
共
有
だ
け
で
な
く
、
調
剤
薬
局
や
介

護
施
設
、
在
宅
看
護
も
対
象
と
し
た
地

域
医
療
連
携
の
施
行
し
て
い
き
た
い
。

　

次
い
で
「
地
域
医
療
連
携
の
問
題
意

識
」
と
題
し
、
後
方
支
援
病
院
の
立
場

か
ら
、
東
浦
平
成
病
院
院
長
の
長
屋
彰

子
先
生
が
急
性
期
病
院
よ
り
転
院
さ
れ

た
入
院
患
者
の
傾
向
と
経
過
に
つ
い
て

話
さ
れ
、
高
齢
者
の
長
期
入
院
や
退
院

困
難
の
問
題
点
を
指
摘
。
退
院
困
難
理

由
と
し
て
、
高
度
の
身
体
障
害
・
意
識

障
害
、
全
身
状
態
不
安
定
、
自
宅
や
施

設
の
受
け
入
れ
が
困
難
な
こ
と
を
あ

げ
、
自
宅
へ
の
受
け
入
れ
は
介
護
者
が

い
な
い
、
医
療
器
具
の
取
り
扱
い
が
困

難
な
こ
と
が
原
因
。
施
設
の
受
け
入
れ

困
難
の
理
由
と
し
て
、
医
療
行
為
が
で

き
な
い
こ
と
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
注
射

や
酸
素
、
経
管
栄
養
、
尿
道
カ
テ
ー
テ

ル
の
管
理
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
た
。

　

最
後
に
淡
路
市
・
大
橋
医
院
院
長
の

大
橋
明
先
生
が
「
淡
路
圏
域
に
お
け
る

小
児
救
急
の
現
状
」
を
報
告
。
休
日
小

児
救
急
は
２
０
０
５
年
５
月
、
夜
間
小

児
救
急
は
08
年
３
月
よ
り
開
始
し
た
。

夜
間
は
ト
リ
ア
ー
ジ
ナ
ー
ス
に
よ
る
電

話
連
絡
と
し
、
受
診
必
要
と
認
め
た
場

合
担
当
医
に
連
絡
し
、
受
診
す
る
こ
と

と
し
た
。
休
日
の
平
均
は
20
人
程
度
、

夜
間
の
電
話
は
２
件
、
受
診
は
０
・
６

件
程
度
だ
っ
た
。

　

今
後
の
問
題
点
と
し
て
、
参
加
医
師

の
不
足
と
高
齢
化
、
閉
院
か
ら
22
時
ま

で
の
空
白
時
間
の
存
在
が
あ
げ
ら
れ

る
。

　

解
決
す
る
た
め
に
、
か
か
り
つ
け
医

と
し
て
の
対
応
、
後
方
病
院
と
の
連
携

が
重
要
で
あ
る
。

地
域
全
体
の
医
療
連
携
が
必
要

　

協
会
は
１
月
12
日
「
淡
路
島
に
お
け
る
地
域
医
療
連
携
を
考
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
30
回
地
域
医
療
を
考
え
る
懇
談
会
を
開
催
。
淡
路
夢
舞
台
国
際
会

議
場
で
行
い
、
30
人
が
参
加
し
た
。
司
会
は
、
高
田
裕
淡
路
支
部
長
が
務
め
た
。

第
30
回
「
地
域
医
療
を
考
え
る
懇
談
会
」

洲
本
市　

高
田　

裕


